
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ

直
接
投
資
と
産
業
調
整

、」／

田
　
　
正
　
　
雄

（ヰ3）　直接投資と産業調整

序

　
一
九
八
四
年
二
月
一
〇
日
の
牛
後
三
時
か
ら
一
橋
大
学
で
行
な

わ
れ
た
小
島
満
先
生
の
最
終
講
義
は
、
超
満
員
で
あ
っ
た
。
学
問

的
な
厳
し
さ
を
一
杯
に
み
な
ぎ
ら
せ
た
先
生
の
講
義
は
、
退
官
講

義
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
今
後
展
開
す
べ
き
多
く
の
示
唆
を
与

え
た
就
任
講
義
と
呼
ば
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
講
義
で
、

先
生
は
「
日
本
型
海
外
直
接
投
資
と
雁
行
形
態
論
」
と
い
う
テ
ー

マ
を
掲
げ
ら
れ
、
直
接
投
資
の
マ
ク
ロ
経
済
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
重

要
性
と
日
本
型
直
接
投
資
の
必
要
性
を
強
調
さ
れ
、
貿
易
と
直
接

投
資
の
統
合
理
論
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ

と
を
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　
池
間
誠
教
授
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
小
島
先
生
の
学
問

領
域
は
広
く
て
深
い
。
し
か
し
と
り
わ
け
直
接
投
資
論
の
分
野
で

果
さ
れ
た
先
生
の
貢
献
は
、
実
に
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
先
生
の

直
接
投
資
に
蹴
す
る
研
究
は
、
文
献
幻
の
論
文
ω
に
よ
っ
て
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
十
四
年
に
わ
た
っ
て
こ
の
分
野
の
研
究

を
続
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
次
々
に
発
表
さ
れ
る
先
生
の
論
文

が
い
ず
れ
も
大
き
な
関
心
を
呼
ぴ
、
批
判
と
反
批
判
が
く
り
返
さ

れ
て
学
界
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

先
生
の
研
究
が
、
そ
の
ま
ま
こ
の
分
野
に
お
け
る
研
究
の
歴
史
で

あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
直
接
投
資
論
の
分
野
に
お
け
る
先
生
の
貢
献
は
、
何
と

い
っ
て
も
直
接
投
資
の
バ
タ
ー
ン
を
日
本
型
と
ア
メ
リ
カ
型
に
分

類
さ
れ
た
こ
と
と
、
比
較
利
潤
率
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
を
提
示
さ
れ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
つ
の
点
を
柱
と
す
る
小
島
理
論
に
つ
い
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］

て
は
、
．
文
献
B
に
リ
ス
ト
ア
ヅ
プ
し
た
論
文
を
含
む
内
外
の
研
究

　
　
　
　
　
［

者
に
よ
る
多
く
の
コ
メ
ン
ト
が
提
示
さ
れ
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な

コ
メ
ン
ト
を
と
り
入
れ
て
、
日
本
型
直
接
投
資
諭
を
整
理
さ
れ
た

の
が
、
文
献
刈
の
論
文
㈲
で
あ
り
、
ま
た
ぞ
こ
で
示
さ
れ
た
着
想

　
　
　
　
　
［

の
モ
デ
ル
化
を
試
み
ら
れ
た
の
が
、
論
文
㈹
で
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
一
九
八
O
年
代
に
か
け

て
、
直
接
投
資
が
行
な
わ
れ
る
要
因
や
そ
の
イ
ン
バ
ク
ト
を
究
明

し
よ
う
と
す
る
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
直

接
投
資
の
ミ
ク
ロ
モ
デ
ル
や
マ
ク
ロ
モ
デ
ル
の
展
開
が
進
み
、
そ

れ
ら
の
動
学
化
も
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
近
で
は
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

つ
か
の
サ
ー
ベ
イ
も
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
文
献
B
の
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

文
を
見
ら
れ
た
い
。
し
か
し
、
直
接
投
資
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や

そ
の
効
果
を
包
括
的
に
扱
え
る
よ
う
な
一
般
的
な
モ
デ
ル
は
、
ま

だ
十
分
に
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
わ
た
く
し
の
理
解
で
は
、
直
接
投
資
論
に
つ
い
て
の
小
島
教
授

の
一
貫
し
た
ね
ら
い
は
、
貿
易
と
直
接
投
資
が
共
に
拡
大
し
て
い

る
現
実
を
説
明
し
得
る
一
般
的
な
モ
デ
ル
を
作
り
上
げ
る
と
共
に
、

世
界
経
済
の
調
和
的
な
発
展
を
実
現
す
る
た
め
の
直
接
投
資
の
あ

り
方
を
求
め
る
こ
と
で
あ
み
と
恩
わ
れ
る
。
い
わ
ば
「
貿
易
と
直

接
投
資
の
一
般
理
論
」
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
プ
ロ
セ
ス
で
、
「
貿
易
と
投
資
の
代
替
・
補
完
関
係
」
が
問
題

に
な
り
、
ま
た
「
比
較
生
産
費
・
比
較
利
潤
率
対
応
命
魑
」
が
示

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
直
接
投
資
に
関
す
る
小
島
理
論
の
展

開
に
は
、
既
存
の
い
ろ
い
ろ
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
小
島
理
論
の
コ
ア
は
、
「
貿
易
と
直
接
投
資
の
一
般
理
論
」

を
求
め
る
と
い
う
こ
と
で
終
始
一
貫
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
小
論
の
目
的
は
、
こ
の
よ
う
な
小
島
教
授
の
直
接
投
資
論
の
若

千
の
側
面
を
再
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
、
小
島
教

授
の
日
本
型
直
接
投
資
は
貿
易
促
進
的
な
国
際
産
業
調
整
の
パ
イ

オ
ニ
ァ
を
果
し
て
い
る
と
考
え
る
の
で
、
最
初
に
一
般
均
衡
的
な

特
殊
的
資
本
モ
デ
ル
を
用
い
て
、
日
本
型
国
際
産
業
調
整
の
プ
ロ

セ
ス
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
し
て
比
較
優
位
と
比
較
利
潤
率

（
レ
ン
タ
ル
率
）
と
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
れ

が
第
一
の
課
題
で
あ
る
。
第
二
の
課
題
ば
、
小
島
教
授
の
最
も
新

し
い
理
論
的
研
究
で
あ
る
論
文
㈹
を
批
判
的
に
検
討
す
る
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
わ
れ
わ
れ
も
直
接
投
資
の
マ
ク
ロ
モ
デ
ル
の
必
要
性

を
痛
感
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
特
殊
的
資
本
モ
デ
ル

を
動
学
化
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が
第
三
の
課
題
で
あ
る
。

　
以
下
次
節
で
モ
デ
ル
を
展
開
し
、
第
三
節
で
貿
易
と
直
接
投
資
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に
よ
る
産
業
調
整
を
考
え
る
。
第
四
節
で
小
島
教
授
の
「
統
合
理

論
」
を
と
り
あ
げ
、
第
五
節
で
動
挙
的
な
特
殊
的
資
本
モ
デ
ル
が

有
望
な
理
由
を
指
摘
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
＊
小
論
の
一
部
は
今
年
度
の
国
際
経
済
学
会
関
西
支
部
総
会
で
報

　
　
告
し
た
。
そ
の
際
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
与
え
ら
れ
た
池
本
滴
、
江
川

　
　
百
志
の
両
氏
に
謝
意
を
表
わ
す
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
二
　
仮
定
と
モ
デ
ル

　
最
初
に
、
産
業
調
整
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
に
つ
い
て
少
し

述
べ
て
お
き
た
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
産
業
調
整
と
い
う
表
現
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

多
様
な
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
一
般
的
に
は
何
ら
か
の
外

生
変
数
の
変
化
に
基
く
あ
る
国
の
要
素
市
場
の
不
均
衡
が
、
い
か

に
し
て
調
整
さ
れ
る
か
、
ま
た
何
故
調
整
さ
れ
な
い
か
と
い
う
こ

と
に
関
係
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
あ
る
一
国
内
に
お
け
る
生

産
要
素
の
再
配
分
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ど
ち
ら
か
と
い
え
ぱ
、

国
内
産
業
調
溜
を
問
題
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
の
産
業
調
整

は
、
こ
の
よ
う
な
側
面
を
扱
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
問
題
は
、
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

際
産
業
調
整
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
で
あ
る
。
勿
諭
、
多
様
な

定
義
が
可
能
で
あ
り
、
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
要
素
市
場
の
不
均
衡
の
調
整
を
国
際
的
な
側
面
、
し
た
が

っ
て
少
な
く
と
も
二
国
モ
デ
ル
で
考
え
る
も
の
と
理
解
す
る
の
が
・

最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
こ
数
年
間
に
世
界
各
国
が
直
面
し
た
多
く
の
変
化
は
、
市
場

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
短
期
的
に
吸
収
し
得
る
能
カ
を
こ
え
る
も
の
で
あ

つ
た
。
今
日
の
世
界
の
多
く
の
国
は
、
失
業
、
イ
ン
フ
レ
、
貿
易

赤
字
に
悩
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
は
、

市
場
の
調
整
能
力
が
低
下
し
た
た
め
ピ
、
資
源
配
分
・
し
た
が
っ

て
産
業
調
整
が
十
分
行
な
わ
れ
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ

故
に
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
補
正
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
内
産
業

調
整
を
促
進
す
る
と
共
に
、
。
生
産
要
素
の
国
際
的
な
移
動
に
よ
っ

て
、
国
際
的
な
側
面
か
ら
産
業
調
整
を
進
め
る
こ
と
が
大
き
な
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

題
と
な
っ
て
き
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
節
の
課
題
は
、
自
由
貿
易
の
均
衡
に
お
い
て
な
お
生
産
要

素
が
国
際
的
に
移
動
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
イ
ブ
を
持
っ
よ
う
な
モ
デ

ル
を
定
式
化
す
る
と
共
に
、
次
節
の
国
際
的
な
産
業
調
整
の
枠
組

を
用
意
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
い
ま
自
国
と
外
国
を
考
え
、
第
一
財
と
第
二
財
を
仮
定
す
る
。

両
国
に
は
労
働
ム
、
第
一
財
部
門
に
特
殊
的
な
資
本
凪
、
第
二
財

都
門
に
特
殊
的
な
資
本
瓦
の
一
定
量
が
存
在
す
る
も
の
と
す
る
。

完
全
競
争
、
完
全
雇
用
、
お
よ
び
一
次
同
次
の
生
産
関
数
を
仮
定
　
蜥
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す
る
。
生
産
関
数
と
需
要
条
件
は
両
国
で
共
通
で
あ
り
、
ま
た
ム

の
大
き
さ
も
両
国
で
同
じ
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
瓦
は
自
国
で

よ
り
多
く
、
私
は
外
国
で
よ
り
多
く
存
在
す
る
も
の
と
す
る
。
、
一

の
よ
う
に
、
両
国
の
違
い
は
特
殊
的
資
本
量
の
違
い
だ
け
で
あ
る

の
で
、
モ
デ
ル
は
自
国
に
つ
い
て
定
式
化
し
て
、
ム
、
ム
の
違
い

を
考
慮
す
れ
ば
よ
い
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
特
殊
的
資
本
モ
デ
ル

を
考
え
る
の
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
貿
易
と
特
殊
的
資
本
の
移
動
に

よ
る
産
業
調
整
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

　
封
鎖
経
済
下
の
自
国
の
モ
デ
ル
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

サ□一
一
－
デ
淋
」

一
ら
■
卓
二

~5~~~ 
ll ll ll 
*~~*~l~ 
f~ -~s_ ~ 

~' 

（
－
）

（
N
）

（
ω
）

（
企
）

（
い
）

ω
は
完
全
雇
用
の
仮
定
を
表
わ
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
～
は
．
3
財

（
㌧
1
－
－
し
）
1
単
位
の
生
産
に
投
入
さ
れ
る
．
孔
要
素
（
軌
…
㌻
肉
）
量

で
あ
り
、
幻
は
ゴ
財
の
生
産
量
で
あ
る
。
②
は
競
争
利
潤
条
件
を

表
わ
す
。
た
だ
し
、
ω
は
賃
金
率
で
あ
り
、
η
は
3
財
都
門
に
特

殊
的
な
資
本
の
レ
ン
タ
ル
で
あ
る
。
〃
は
．
J
財
の
価
楕
で
あ
り
、

お
1
1
博
ぎ
ら
－
1
1
－
で
あ
る
。
倒
は
物
の
決
定
式
で
あ
り
、
物
は
ω

と
η
に
つ
い
て
ゼ
ロ
次
同
次
で
あ
る
。
ω
は
．
3
財
の
需
要
関
数
で
、

ρ
の
み
の
関
数
と
す
る
。
㈲
は
財
市
場
の
均
衡
式
で
あ
る
が
、
㈲

の
中
の
一
つ
は
独
立
で
な
い
。

　
以
上
ω
か
ら
㈲
が
、
封
鎖
経
済
下
の
自
国
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。

こ
の
モ
デ
ル
で
変
数
は
、
巧
、
刎
、
ω
、
η
、
巧
、
お
よ
び
ρ
の

1
2
個
、
式
も
ω
か
ら
㈲
の
1
2
個
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
パ
ラ
メ
タ

ー
、
五
、
均
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、
封
鎖
経
済
下
の
自
国
の
モ
デ
ル

が
完
結
す
る
。

　
同
様
の
こ
と
は
、
外
国
に
つ
い
て
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
も
し

こ
の
両
国
が
自
由
貿
易
を
し
た
場
合
、
そ
の
モ
デ
ル
は
㈲
の
代
り

に
、
均
衡
交
易
条
件
．
ρ
の
決
定
式

　
　
き
（
愉
）
十
与
、
（
㎏
）
阯
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
）

を
つ
け
加
え
れ
ぱ
よ
い
。
た
だ
し
、
巧
は
．
J
財
の
超
過
需
要
で
あ

り
、
＊
印
は
外
国
を
表
わ
し
て
い
る
（
以
下
同
様
）
。
し
た
が
っ

て
、
自
由
貿
易
下
の
モ
デ
ル
は
亜
に
そ
く
し
て
調
整
さ
れ
た
自
国

の
モ
デ
ル
ε
土
と
、
外
国
に
つ
い
て
の
そ
れ
、
お
よ
び
㈹
の
合
計
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2
3
個
の
式
と
、
同
数
の
変
数
か
ら
成
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
封
鎖
経
済
下
の
自
国
モ
デ
ル
ε
～
重
を
変
形
し
、
2
が

い
か
に
決
定
さ
れ
る
か
、
し
た
が
っ
て
初
期
に
お
け
る
特
殊
的
資

本
量
の
違
い
が
比
較
優
位
や
貿
易
パ
タ
ー
ン
に
与
え
る
効
果
を
明

ら
か
に
す
る
。
こ
こ
で
は
特
殊
的
資
本
の
違
い
が
問
題
で
あ
る
の

で
、
z
は
一
定
と
す
る
。

　
ω
か
ら
次
を
得
る
。

　
　
　
L
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

　
　
㌧
5
さ
十
ぎ
一
ト
ー
－
－
（
ご
も
－
十
ぎ
も
5
）

　
　
峠
－
卦
1
～
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
N
）

　
　
卦
H
討
1
～
さ

　
　
　
　
　
　
　
L

た
だ
し
、
例
え
ば
ト
ー
1
軋
ト
、
ト
で
あ
る
。
ま
た
』
ξ
…
㌻
盲
で

あ
る
。
ω
か
ら

　
　
＄
■
怠
十
s
き
〉
H
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
o
。
）

　
　
～
怠
十
＄
肉
＞
n
も

を
得
る
。
た
だ
し
、
～
と
…
§
§
㌧
ξ
＄
さ
H
ご
s
肉
』
㌔
ミ
で
、
そ
れ

ぞ
れ
3
財
部
門
に
お
け
る
労
働
と
資
本
の
分
配
率
を
表
わ
す
。
ま

た
㈹
に
つ
い
て
は

　
　
～
も
と
十
＄
き
軌
き
H
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
o
）

と
い
う
コ
ス
ト
最
小
化
の
た
め
の
必
要
条
件
を
用
い
て
い
る
。
－
3

財
部
門
に
お
け
る
要
素
代
替
の
弾
カ
性
の
を

　
　
S
㌧
H
（
軌
ミ
ー
“
ξ
）
、
（
＄
－
“
）
V
o

と
す
る
。
側
ω
か
ら

　
　
軌
ミ
H
l
s
お
ε
（
＄
1
ざ
）

　
　
臥
き
H
“
ミ
3
（
き
－
ざ
）

を
得
る
。
㈹
を
ω
に
代
入
す
れ
ぱ

　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

　
　
“
一
ト
十
ぐ
一
き
1
1
“
、
ら
5
（
き
ー
〉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
十
苧
も
き
3
（
＄
1
享
）

　
　
き
”
宍
－
－
も
皇
ε
（
き
1
｝
）

　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
L

　
　
き
1
－
き
ー
～
｝
S
（
さ
ー
“
）

を
得
る
。
㈲
か
ら

　
　
ぐ
一
5
｝
十
“
き
“
1
（
苧
も
－
十
ぐ
｝
s
）
＄

　
　
　
　
　
　
　
　
L
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
”
1
（
ぐ
一
お
十
訂
一
き
）

を
得
る
。
他
方
㈹
か
ら

　
　
ぎ
H
I
苧
怠
ミ
掌
〉
1
1
（
も
－
亭
息
）
ミ
さ

を
得
る
。
幽
を
㈹
に
代
入
し
て
・
ω
を
求
め
れ
ば

（
；
）

（
二
）

（
旨
）

（
二
）

（
宝
）

　
　
†
ψ
一
郎
ξ
・
ぎ
吋
・
士
五
　
　
　
ε

を
得
る
。
た
だ
し
、
」
“
（
3
ぎ
一
ミ
き
十
S
“
一
ミ
さ
）
V
o
で
あ
る
。

㈹
を
ω
に
代
入
す
れ
ぱ

　
　
干
－
串
一
郎
ξ
・
ぎ
対
一
士
五
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予
汁
一
（
辻
自
ま
妥
．

　
　
－
暮
艮
・
ζ
一
一

（
ま
）

を
得
る
。
㈹
㈹
か
ら
＄
－
ぎ
＆
ー
ざ
を
求
め
て
胸
に
代
入
し
、

坤
一
肘
一
お
よ
ぴ
抽
－
卦
を
求
め
れ
ぱ
、
次
を
得
る
。

㌣
－
、
“
黙
守
・
一
㌢
壬
÷
「
、
莱
皇
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ミ
）

㌣
亀
㎞
韮
守
－
、
陸
、
対
一
・
一
㌢
寺
÷
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
畠
）

㌣
㌣
一
、
、
、
旧
一
軸
漆
沌
、
、
、
一
寸

　
　
　
　
－
一
、
旧
、
、
十
亀
き
来
十
、
、
阜
旧
、
、
一
箏

　
　
　
　
・
一
、
一
、
、
十
、
き
蒲
、
軸
、
、
、
、
一
諦
§

他
方
、
ω
か
ら
次
を
得
る
。

　
　
L
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

　
　
b
－
”
き
卦
b
相
n
1
§
も

　
　
　
　
　
　
軋
b
－
も
　
　
　
　
　
　
創
b
相
も

た
だ
し
、
ξ
1
1
－
1
v
〇
一
§
1
－
1
－
－
v
〇

　
　
　
一
　
　
軋
埴
誉
　
　
　
　
　
　
包
お
b
冊

（
8
）

で
、
両
財
の
需

要
の
弾
カ
性
で
あ
る
。
臼
Φ
か
ら

　
　
＞
1
＞
H
1
（
s
＋
§
）
も
“
－
q
忌
　
　
　
　
　
　
（
冒
）

を
得
る
。
た
だ
し
、
ε
u
き
十
§
V
o
で
需
要
の
代
替
弾
カ
性
で

あ
る
。
㈲
か
ら
討
－
鼻
H
鼻
－
阜
を
得
る
の
で
、
㈹
と
剛
か

ら
一
刀
を
求
め
れ
ぱ
、
次
を
得
る
。

オ
q
汁
一
一
一
一
、
胆
、
、
、
、
き
陸
十
、
、
、
問
、
、
一
昂

－
一
、
．
、
、
十
、
き
清
、
も
、
、
、
掌
一
立
　
　
§

た
だ
し
、
身
1
s
s
（
～
一
ぎ
一
十
～
㌧
■
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
V
◎
で
、
供
給
の
代
替
弾

　
　
ミ
ら
亭
一

カ
性
で
あ
る
。

　
さ
て
、
幽
は
特
殊
的
資
本
量
の
変
化
が
ρ
に
与
え
る
効
果
を
示

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
凪
の
増
加
は
ρ
を
高
め
、
灼
の
増
加
は

ρ
を
引
下
げ
る
の
で
あ
る
。
仮
定
に
よ
っ
て
、
自
国
で
は
ム
が
外

国
よ
り
多
く
、
外
国
で
は
巧
が
自
国
よ
り
多
く
、
五
は
両
国
で
同

じ
で
一
定
で
あ
る
。
さ
ら
に
生
産
と
消
費
に
関
す
る
条
件
も
両
国

で
等
し
い
と
仮
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
鯛
か
ら
自
国
は
第

一
財
に
比
較
優
位
を
持
ち
、
外
国
は
第
二
財
に
比
較
優
位
を
持
つ

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
こ
の
よ
う
な
特
殊
的
資
本
モ
デ
ル
に
よ
る

比
較
優
位
に
関
す
る
緒
論
で
あ
る
。
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（49）　直接投賞と産業調整

（
1
）
　
産
業
調
整
を
ど
う
定
義
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
例
え
ぱ
新
野
幸

　
次
郎
「
産
業
調
整
の
基
準
と
政
策
手
段
の
選
択
」
東
洋
経
済
『
近
代

　
経
済
挙
シ
リ
ー
ズ
』
筍
轟
し
9
員
オ
o
・
ま
を
参
照
。

（
2
）
　
国
際
産
業
調
整
に
つ
い
て
は
、
梅
津
他
著
『
国
際
産
業
調
整
』

　
H
湯
い
、
お
よ
び
同
書
に
つ
い
て
の
わ
た
く
し
の
審
評
、
『
世
界
経
済

．
評
論
』
、
ち
o
。
ナ
十
を
参
照
。

（
3
）
　
小
島
教
授
の
目
本
型
直
接
投
資
は
、
実
は
国
際
産
業
調
整
を
促

　
進
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
4
）
　
同
様
な
定
式
化
は
、
』
o
冨
m
一
射
．
：
＞
↓
ζ
塞
由
碧
δ
『
峯
o
註
－

　
序
↓
ぽ
昌
ぎ
H
量
膏
竃
ρ
雪
蜆
一
〇
｛
二
一
サ
H
§
蚤
司
ミ
§
黒
呉

　
、
ミ
§
雨
ミ
済
昌
茗
軋
①
§
§
§
一
（
－
旧
N
一
）
で
な
さ
れ
て
い
る
。

一
一
一
貿
易
と
直
接
投
資
に
よ
る
産
業
調
整

　
次
に
、
こ
め
よ
う
な
二
国
モ
デ
ル
に
よ
る
産
業
調
整
を
考
え
る

こ
と
に
す
る
。
一
般
的
に
、
当
事
国
の
産
業
調
整
に
は
、
貿
易
に

よ
る
も
の
と
、
生
産
要
素
の
国
際
的
な
移
動
に
よ
る
も
の
と
が
考

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
両
者
は
同
時
に
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
こ
こ
で
は
議
論
を
簡
単
に
す
る
た
め
に
、
貿
易
に
よ
る
産
業
調

整
と
、
生
産
要
素
、
つ
ま
り
特
殊
的
資
本
の
移
動
に
よ
る
産
業
調

整
を
区
別
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
中
、
前
者
は
同
一
の
生
産
フ

ロ
ン
テ
ィ
ァ
上
で
の
財
価
楕
の
変
化
に
よ
る
産
業
調
整
で
あ
り
、

後
者
は
生
産
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
そ
の
も
の
の
シ
フ
ト
に
よ
る
産
業
調

整
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
ρ
と
〆
の
一
”
へ
の
調
整
は
短
期
間
で
行

な
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、
特
殊
的
資
本
の
国
際
的
な
移
動
に
は
、

若
千
の
時
間
が
必
要
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ρ
と
。
p
の
一
ρ
へ

の
調
整
か
ら
、
当
時
国
の
産
葉
調
整
が
開
始
さ
れ
る
も
の
と
す

る
。

　
ま
ず
貿
易
が
開
始
さ
れ
れ
ぱ
、
封
鎖
経
済
下
の
両
国
の
財
価
格

比
率
ρ
、
、
ρ
は
、
此
較
的
短
期
間
の
中
に
、
均
衡
交
易
条
件
ρ
に

一
致
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
財
価
格
は
変
化
し
て
も
、
そ
の
直

後
で
は
労
働
は
コ
昌
－
蜆
巨
津
き
一
〇
で
あ
り
（
仮
定
に
よ
っ
て
、
資

本
は
昌
㌣
穿
豪
き
一
〇
で
あ
る
）
、
ま
た
賃
金
率
も
下
方
に
硬
直
的

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
様
な
状
態
の
下
で
は
、

両
国
で
輸
出
財
の
生
産
量
は
も
と
の
ま
ま
で
、
輸
入
財
の
生
産
量

が
低
下
す
る
と
い
う
形
の
産
業
調
整
が
行
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
若
干
の
時
間
が
経
過
す
れ
ば
、
労
働
が
餉
ま
｛
試
巨
①
に
な

り
、
賃
金
率
も
伸
縮
的
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
労

働
の
移
動
は
、
特
殊
的
資
本
の
仮
定
の
下
で
の
生
産
フ
。
ロ
ン
テ
ィ

ア
が
．
2
と
接
す
る
点
に
、
新
し
い
生
産
点
を
接
近
さ
せ
る
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
労
働
移
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
1

式
に
ょ
ウ
て
与
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
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図1

x

碗

　　　1　　l　　■　1　■　l　l
一．■

軌
吻

鮒

兄
〃

　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
色
．
．
一
1
．
．
．
．
．
－
一
x

　
　
一
　
　
　
　
　
2

　
　
一
”
’

－
－
－
；
－
－
て
．
・
・
．
．
．
．
、
1
．
．
、
．
．
．
一
x

　
　
“

把
　
　
　
　
“

　
　
o

　
　
…

グ

τ
　
　
　
兄
㍗

兄

包
ト
ー

－
1
1
料
■
（
§
1
§
）
一
息
■
（
o
）
1
l
〇
一
念
■
、
M
o

§創卜
㌦

↓
1
1
亨
、
（
§
．
1
§
、
）
一
亨
、
（
o
Y
9
亨
、
、
V
o

（
8
）

た
だ
し
、
ム
は
自
国
の
第
一
財
部
門
に
向
け
ら
れ
る
労
働
量
で
あ

り
、
〃
は
外
国
の
第
二
財
部
門
に
向
け
ら
れ
る
労
働
量
で
あ
る
。

亀
卜
一
ミ
ー
1
ー
き
旧
ミ
一
竃
旧
、
ミ
“
－
竃
一
、
ミ
で
あ
る
。
ま
た
労
働

が
昌
甲
ω
巨
｛
冨
巨
①
な
場
合
を
も
考
慮
す
れ
ぱ
、
膏
、
M
〇
一
膏
、
、
M
o

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
に
想
定
し
て
い
る
。

　
図
1
は
、
こ
の
よ
う
な
貿
易
の
開
始
に
よ
る
両
国
の
産
業
調
整

の
プ
ロ
セ
ス
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
1
で
、
箏
ε
一
ジ
、

．
“
・
は
資
本
が
特
殊
的
で
目
昌
－
臣
豪
き
一
〇
な
場
合
の
、
自
国
と

外
国
の
生
産
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。
吻
は
両
国
に
共
通
の
社
会

的
無
差
別
曲
線
の
中
の
、
封
鎖
経
済
の
下
で
の
実
質
所
得
水
準
を

表
わ
す
。
ρ
と
、
ρ
は
封
鎖
経
済
下
の
両
国
の
財
個
格
比
率
で
あ
り
、

　
的
と
．
0
は
そ
の
均
衡
点
で
あ
る
。
㈲
と
特
殊
的
資
本
量
の
違
い
か

　
　
　
e

ら
、
初
期
に
お
V
㎏
V
お
、
の
関
係
に
あ
る
。

　
さ
て
貿
易
の
開
始
に
よ
っ
て
、
ρ
と
申
ρ
は
．
2
に
一
致
す
る
が
、

さ
し
あ
た
り
労
働
は
移
動
せ
ず
、
ま
た
賃
金
率
も
下
方
に
硬
直
的

で
あ
る
の
で
、
両
国
で
輸
入
財
の
生
産
量
が
低
下
す
る
こ
と
に
な

り
、
生
産
点
は
的
、
。
的
に
移
行
す
る
。
そ
の
後
労
働
の
移
動
が
可

能
に
な
れ
ぱ
、
生
産
点
は
的
、
、
的
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
し

た
が
っ
て
、
両
国
の
産
業
調
整
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
8
↓
s
↓
§
8
．

↓
s
、
↓
s
、
の
経
路
を
た
ど
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
中
、
s
↓
ぎ
8
。

↓
s
、
は
、
労
働
の
失
業
に
よ
っ
て
、
ま
た
s
↓
δ
s
、
↓
s
、
は

自
国
で
労
働
が
第
二
財
部
門
か
ら
第
一
財
部
門
へ
向
け
て
移
動
し
、

外
国
で
労
働
が
第
一
財
部
門
か
ら
第
二
財
部
門
へ
向
け
て
移
動
す

　
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
調
整
プ
ロ
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（51）　直接投資と産業調整

セ
ス
に
お
い
て
、
仮
り
に
失
業
に
よ
る
生
産
の
損
失
が
十
分
大
き

け
れ
ば
、
封
鎖
経
済
の
場
合
よ
り
も
実
質
所
得
が
低
下
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
両
国
共
こ
の
よ
う
な
経
路
を
た
ど
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
賃
金
率
の
伸
縮
性
や
労

働
の
移
動
性
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
窮
乏
化
的
な
生

　
＾
1
）

産
点
を
通
ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

　
次
に
、
．
ρ
一
定
の
下
で
の
特
殊
的
資
本
の
国
際
的
な
移
動
に
よ

る
産
業
調
整
を
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
特
殊
的
資
本
の
場
合
、
自

由
貿
易
の
下
で
の
レ
ン
タ
ル
は

　
　
ご
”
ご
（
貞
氏
㌧
）
一
～
、
1
1
ご
、
（
O
氏
』
、
）
　
　
　
　
　
　
（
ミ
）

で
与
え
ら
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
ヘ
ク
シ
ャ
ー
・
オ
リ
ー
ン
・

モ
デ
ル
で
は
、
り
や
、
り
は
財
個
格
の
み
の
関
数
で
あ
る
の
で
、
一
ρ

の
下
で
は
、
『
。
刊
～
H
ご
帯
H
3
、
と
な
る
。
し
か
し
特
殊
的
資
本

モ
デ
ル
の
場
合
に
は
、
両
国
に
共
通
な
．
ρ
の
一
下
で
も
、
ご
＊
ご
、

と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
も
し
～
北
ご
、
で
あ
れ
ぱ
、
特
殊
的
資

本
が
国
際
的
に
移
動
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
イ
ブ
が
存
在
す
る
の
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
特
殊
的
資
本
の
移
動
に
よ
る
産
業
調
整
を
進
行

さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
特
殊
的
資
本
の
移
動
は
、
両
国
の
生
産
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
を
シ
フ
ト
さ
す
こ
と
に
な
り
、
そ
の
新
し
い
生
産
フ

ロ
ン
テ
ィ
ァ
と
．
ρ
と
の
接
点
に
、
新
し
い
生
産
点
が
決
ま
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
産
業
調
整
は
、
同
一
の
生
産
フ
ロ
ン
テ
ィ

ァ
上
で
の
財
価
楕
の
変
化
に
よ
る
産
業
調
整
と
異
な
る
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

国
際
産
業
調
整
の
エ
ヅ
セ
ン
ス
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
特
殊
的
資
本
の
国
際
的
な
移
動
は
、
次
の
よ
う
な
形
で
行
な
わ

れ
る
も
の
と
す
る
。

　
　
包
卸

　
　
剖
H
ミ
、
「
、
・
、
）
ミ
（
o
）
1
－
o
ミ
、
1
V
o

　
　
　
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
豊
）

　
　
軋
宍
岨

　
　
剖
H
員
、
「
、
一
、
）
ミ
（
o
Y
9
奮
、
1
V
o

た
だ
し
、
瓦
は
自
国
の
第
一
財
に
特
殊
的
な
資
本
の
受
入
れ
量
で

あ
り
、
兄
は
自
国
の
第
二
財
に
特
殊
的
な
資
本
の
受
入
れ
量
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
ρ
の
下
で
の
η
や
、
η
の
値
を
決
め
る
必
要
が
あ
る

が
、
そ
の
た
め
に
等
費
用
曲
線
（
♂
o
8
黒
昌
『
≦
）
な
い
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

要
素
価
椿
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

　
い
ま
．
ρ
の
下
で
の
．
∫
財
の
価
格
を
一
〃
と
す
れ
ぱ
、
等
費
用
曲

線
は

　
　
専
H
3
（
§
～
）
■
8
、
（
§
、
『
㌧
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
塞
）

で
与
え
ら
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
等
費
用
（
価
格
）
曲
線
は
、

財
価
椿
を
一
定
に
保
つ
よ
う
な
要
素
価
楕
の
組
合
せ
の
軌
跡
で
あ

る
。
図
2
で
ハ
曲
線
と
一
μ
曲
線
は
、
均
衛
交
易
条
件
ク
の
下
で
の
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一
久

ゑ
rj, rJ 

図2

〃．ωo

　　■　　1　　‘　　．　1　’　1
．一’

’

　　‘　　’　　1　　一　一　’　．　■
■1■

吋κ；　花馬テ1花　乃

‡
〃｛

〃
勿
　
ω

第
一
財
と
第
二
財
の
価
椿
、
し
た
が
っ
て
ま
た
単
位
コ
ス
ト
を
一

定
に
す
る
よ
う
な
要
素
価
格
の
組
合
の
軌
跡
で
あ
る
と
す
る
。
生

産
関
数
は
両
国
で
共
通
で
あ
る
か
ら
、
皿
、
伽
曲
線
は
両
国
で
共

通
で
あ
る
。

　
さ
て
、
㈲
㈹
か
ら
．
ρ
の
下
で
も
両
国
に
お
け
る
特
殊
的
資
本
量

が
違
う
た
め
に
、
両
国
で
賃
金
率
が
一
致
す
る
と
い
う
保
証
は
な

い
。
い
ま
自
国
と
外
国
の
賃
金
率
が
ω
、
が
で
あ
れ
ぱ
、
そ
れ
に

対
応
す
る
特
殊
的
資
本
の
レ
ン
タ
ル
は
～
、
、
り
で
あ
る
。
こ
れ
を

（
S
竃
H
）
と
す
る
。
（
o
鶉
o
－
）
で
は
、
ご
V
ご
、
、
旧
V
『
㌦
で
あ

り
、
同
時
に
ご
ぎ
V
一
V
ご
、
ぎ
、
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
場
合
㈲
か
ら
二
つ
の
特
殊
的
資
本
が
共
に
自
国
に
入
っ
て
く
る

イ
ン
セ
ン
テ
イ
ブ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
尺
が
自

国
に
入
っ
て
く
れ
ぱ
、
㈹
か
ら
n
と
り
は
共
に
下
落
し
、
、
n
と
、
灼

は
共
に
上
昇
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
見
の
み
が
流
入
し
て
く
る
も

の
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
㈲
で
妄
、
V
〇
一
奮
、
1
1
o
を
想
定
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
㈲
の
中
の
一
つ
は
独
立
で
な
い
こ
と
を

も
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
灼
の
移
動
に
よ
っ
て
例

え
ぱ
、
『
1
ご
讐
H
）
と
な
る
も
の
と
す
れ
ば
、
両
国
で
賃
金
率

は
一
ω
と
な
り
、
し
た
が
っ
て
3
1
1
↓
㌦
H
『
肥
と
な
る
か
ら
で
あ

る
o　

図
3
は
、
こ
の
よ
う
な
灼
の
移
動
に
よ
る
両
国
の
生
産
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
の
シ
フ
ト
と
、
そ
れ
に
よ
る
産
業
調
整
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
図
3
で
■
掌
ド
㌦
掌
。
は
資
本
が
特
殊
的
な
場
合
の
、

自
国
と
外
国
の
生
産
フ
ロ
ン
テ
ィ
ァ
で
、
図
1
の
そ
れ
と
同
じ
で

あ
る
。
8
と
北
8
は
初
期
の
自
由
貿
易
の
下
で
の
両
国
の
生
産
点
で

あ
る
。
さ
て
同
一
の
．
刃
の
下
で
凪
の
流
入
に
よ
っ
て
、
自
国
の
生

産
フ
ロ
ン
テ
ィ
ァ
は
第
一
財
に
偏
っ
た
形
で
拡
張
し
、
外
国
で
は

仙
の
流
出
に
よ
っ
て
第
一
財
に
偏
っ
た
形
で
縮
少
す
る
。
し
た
が
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（53）　直接投資と産業調整

っ
て
、
同
一
の
一
ρ
の
下
で
自
国
の
生
産
点
は
θ
か
ら
、
8
に
移
行
し
、

外
国
の
そ
れ
は
〆
か
ら
w
に
移
行
す
る
。
そ
し
て
、
ε
と
〃
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

同
一
の
．
ρ
の
下
で
、
ご
1
1
）
、
、
旧
“
さ
帯
一
§
H
§
、
と
な
っ
て
い
る

で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
移
動
に
よ
っ
て
、
自
国
の
生
産
額
は
第

二
財
で
表
わ
し
て
㏄
だ
け
増
加
し
、
外
国
の
そ
れ
は
畑
だ
け
減
少

す
る
。
し
た
が
っ
て
世
界
全
体
と
し
て
、
＞
O
－
＞
寅
だ
け
の
生
産

額
の
増
加
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
利
益
が
あ
る
の
は
、

図3

x

。
2

〆

A＼C
〆

η乃

η

z

η

η

㌧＼至
力ρ

灼
の
移
動
に
よ
っ
て
、
両
国
で
比
鮫
優
位
財
が
拡
大
す
る
か
ら
で

あ
る
。
比
較
優
位
財
の
拡
大
が
、
貿
易
促
進
的
な
産
業
調
整
を
も

た
ら
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
逆
に
、
．
ρ
の
下
で
の
ω
と
、
ω
が
図
2
の
場
含
と
入
れ
代
わ
れ
ぱ
、

ご
晋
V
～
§
、
V
ぎ
ご
、
㌻
爬
、
V
ご
㌻
咄
と
な
る
。
こ
れ
を
（
S
器
N
）

と
す
る
。
こ
の
場
合
㈲
か
ら
二
つ
の
特
殊
的
資
本
が
共
に
自
国
か

ら
流
出
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
こ
こ
で
も
｝
、
V
〇
一
奮
、
H
o
と
し
て
、
自
国
か
ら
瓦
だ
け
が

流
出
す
る
も
の
と
す
る
。
図
4
は
こ
れ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

自
国
か
ら
外
国
に
凪
が
流
出
す
る
の
で
、
自
国
の
生
産
フ
ロ
ン
テ

ィ
ァ
は
第
一
財
に
偏
っ
た
形
で
縮
少
し
、
外
国
の
そ
れ
は
第
一
財

に
偏
っ
た
形
で
拡
張
す
る
。
そ
の
結
果
、
同
一
の
一
ρ
の
下
で
自
国

の
生
産
点
は
、
か
ら
〆
に
、
外
国
の
そ
れ
は
、
3
か
ら
〆
に
シ
フ
ト

す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
も
ご
1
－
ご
、
一
さ
“
3
、
一
§
…
§
、
と
な

っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
凪
の
移
動
に
よ
っ
て
、

自
国
の
生
産
額
は
第
二
財
で
表
わ
し
て
κ
だ
け
減
少
し
、
外
国
の

そ
れ
は
畑
だ
け
増
加
す
る
。
し
た
が
っ
て
世
界
金
体
で
＞
O
－
＞
困

だ
け
損
失
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
損
失
が
生
ず
る

の
は
、
凪
の
移
動
に
よ
っ
て
両
国
の
比
較
劣
位
財
が
拡
大
す
る
か

ら
で
あ
る
。
比
較
劣
位
財
の
拡
大
が
、
逆
貿
易
的
な
産
業
調
整
を
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図4
x

〆

〆

兄

η
　
　
五

一
！T

η

C＼Z顯

事π

も
た
ら
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
（
S
詔
－
）
で
は
ゴ
、
咄
V
『
、
㌻
㌦
で
あ
り
、
（
S
m
Φ
N
）

で
は
之
§
〈
3
．
ぎ
。
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
、
．
”
の
下
で
自
国

は
第
一
財
を
輸
出
し
て
第
二
財
を
輸
入
し
て
い
る
の
で
、
自
国
は

第
一
財
に
比
較
優
位
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

（
o
鶉
⑦
一
）
で
は
比
較
優
位
財
部
門
で
比
較
利
潤
率
が
高
く
、

（
o
豊
0
N
）
で
は
比
較
優
位
財
部
門
で
比
較
利
潤
率
が
低
い
。
た

だ
し
こ
こ
で
の
利
潤
率
と
い
う
の
は
、
資
本
の
レ
ン
タ
ル
の
こ
と

　
？
〕

で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
小
島
教
授
（
H
ミ
血
）
は
「
比
較
優
位

の
あ
る
財
で
比
較
利
潤
率
が
高
い
」
と
い
う
命
題
を
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
対
応
命
題
は
、
（
o
易
〇
一
）
の
場
合
に
は
成
立

す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
（
o
竃
o
－
）
は
小
島
教
授
の
い
わ
れ
る
日

本
型
直
接
投
資
に
よ
る
産
業
調
整
で
あ
り
、
貿
易
促
進
的
な
産
業

調
整
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
（
s
器
H
）
が
（
o
鶉
①

心
）
よ
り
好
ま
し
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
以
上
の
議
論
に
つ
い
て
二
点
だ
け
補
足
し
て
お
き
た
い
。
第
一

点
は
、
凪
の
移
動
に
よ
っ
て
両
国
の
生
産
点
は
、
θ
と
ゲ
に
な
り
、

3
n
ご
、
、
帖
1
1
『
㌦
一
§
1
－
§
。
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
こ

で
は
同
時
に
、
力
が
変
化
す
る
よ
う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
生
じ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
．
ρ
の
下
で
世
界
的

に
超
過
供
給
に
な
る
財
の
相
対
価
椿
が
下
落
す
る
か
ら
で
あ
り
、

そ
れ
に
よ
る
産
業
調
整
が
更
に
進
行
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

第
二
点
は
、
ヘ
ク
シ
ャ
ー
・
オ
リ
ー
ン
・
モ
デ
ル
の
場
合
に
は
、

一
ρ
の
下
で
§
1
1
§
…
§
、
、
、
～
1
1
～
。
と
な
り
、
生
産
要
素
が

国
際
的
に
移
動
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が

っ
て
ま
た
生
産
要
索
の
移
動
に
よ
る
利
益
も
損
失
も
ゼ
ロ
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
同
様
な
表
現
が
、
次
の
文
献
に
み
ら
れ
る
。
Z
＄
ミ
一
－
巾
・

　
　
、
冒
冨
易
8
8
墨
－
o
串
官
罫
一
峯
o
巨
岸
き
婁
晶
①
o
o
け
汗
匡
星
蜆
3
鶯
■
β
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艘
O
O
鶉
O
申
冒
＞
菖
畠
庁
冒
8
芹
＞
蜆
色
蜆
9
目
8
一
．
．
旨
－
§
、
O
ミ
O
O
§
、
－

　
ミ
ミ
§
§
軋
亀
雨
患
§
寒
（
－
o
o
0
N
）

（
2
）
　
も
っ
と
も
、
特
殊
的
資
本
の
国
内
供
給
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
つ
け
加

　
え
て
、
特
殊
的
費
本
量
を
可
変
的
に
す
れ
ぱ
、
生
産
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

　
も
可
変
的
に
な
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
一
定
量
の
特
殊
的
資
本
の

　
国
際
的
な
再
配
分
だ
け
を
問
題
に
す
る
。

（
3
）
　
等
費
用
曲
線
や
要
素
価
楕
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、

　
－
片
o
冒
印
　
呂
．
、
O
目
叶
－
Φ
句
葭
o
a
『
－
、
ユ
o
o
句
H
o
曽
匡
o
『
ぎ
　
一
σ
o
　
勺
巨
冨

　
↓
ぎ
o
｛
良
H
巨
o
；
里
巨
昌
串
一
↓
轟
ま
一
、
由
辻
ミ
蔓
｝
婁
ぎ
㌧
§
§
ミ

　
県
向
s
§
§
｝
§
（
｝
｝
．
）
－
ミ
o
〇
一
峯
冨
墨
一
呂
．
ニ
ヨ
岩
↓
ミ
o
－
ω
血
g
昌

　
呂
o
ま
＝
自
↓
o
H
目
餉
艮
豪
U
屋
i
＞
Ω
而
o
目
g
ユ
o
向
岩
富
三
昌
一
二

　
㌧
…
§
ミ
県
ミ
ミ
§
ぎ
§
ミ
向
s
§
§
軋
鼻
（
老
o
く
．
）
s
s
を
参

　
照
。
（
4
）
　
し
か
し
、
特
殊
的
資
本
を
経
営
資
源
と
み
な
せ
ぱ
、
η
や
げ
は

　
資
本
の
レ
ン
タ
ル
と
い
う
よ
り
も
利
潤
率
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が

　
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
四
　
「
統
合
理
論
」
の
検
討

　
小
島
教
授
の
最
も
新
し
い
理
論
的
研
究
で
あ
る
「
貿
易
・
海
外

直
接
投
資
の
統
合
理
論
」
、
論
文
㈲
は
、
先
生
の
直
接
投
資
論
に

対
す
る
内
外
か
ら
の
多
く
の
コ
メ
ン
ト
を
と
り
入
れ
て
、
小
島
モ

デ
ル
を
再
構
築
さ
れ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
目
的
を
一

言
で
い
え
ぱ
、
直
接
投
資
の
ミ
ク
ロ
的
決
定
要
因
を
と
り
入
れ
た

上
で
の
マ
ク
ロ
経
済
モ
デ
ル
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下

こ
の
「
統
合
理
論
」
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
ま
ず
モ
デ
ル
と
し
て
は
、
ヘ
ク
シ
ャ
ー
・
オ
リ
ー
ン
・
モ
デ
ル

に
、
企
業
能
力
を
と
り
入
れ
た
も
の
を
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合

．
3
（
小
島
教
授
は
．
毎
を
用
い
ら
れ
る
）
財
部
門
の
生
産
関
数
は
、

次
の
よ
う
に
な
る
と
さ
れ
る
。

　
　
曾
1
－
邊
（
ど
一
宗
さ
専
）
1
l
S
（
ト
き
お
）
　
　
　
　
　
　
（
ミ
）

た
だ
し
、
軌
は
一
－
財
の
生
産
量
、
勾
、
幻
は
．
J
財
都
門
で
用
い
ら

れ
る
労
働
量
と
資
本
量
で
、
産
業
間
で
移
動
し
得
る
も
の
と
す
る
。

助
は
．
3
財
産
業
の
（
企
業
）
経
営
能
カ
で
あ
る
。
ω
は
功
に
ょ
っ

て
特
定
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
小
島
教
授
は
帥
の
特
定
の
ケ
ー
ス
と
し
て
、
も
し
両
国
の
生
産

関
数
が
等
し
け
れ
ぱ
、
通
常
の
ヘ
ク
シ
ャ
ー
・
オ
リ
ー
ン
・
モ
デ

ル
が
得
ら
れ
、
ま
た
要
素
賦
存
比
率
が
等
し
く
、
専
ら
企
業
者
能

カ
の
相
対
的
な
違
い
に
よ
っ
て
貿
易
バ
タ
ー
ン
が
決
ま
る
場
合
に

は
、
比
較
企
業
能
カ
モ
デ
ル
が
得
ら
れ
る
と
す
る
。
し
か
し
一
般

的
に
は
、
両
方
の
側
面
か
ら
比
較
優
位
が
決
ま
る
も
の
と
す
る
。

そ
れ
が
貿
易
バ
タ
ー
ン
に
関
す
る
小
島
モ
デ
ル
で
あ
る
。
つ
ま
り

こ
の
小
島
モ
デ
ル
の
特
徴
は
、
此
較
生
産
費
の
快
定
因
と
し
て
、
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ω
要
素
賦
存
・
要
素
価
樒
の
比
較
格
差
ー
マ
ク
ロ
要
因
ー
と
、
㈲

企
業
能
力
・
生
産
関
数
の
比
較
椅
差
－
企
業
能
カ
要
因
1
の
両
側

面
を
と
り
入
れ
て
い
る
と
す
る
（
勺
－
睾
）
。
そ
の
結
果
、
次
の
命

題
を
得
る
と
い
う
。
「
要
素
賦
存
比
率
と
要
素
価
樒
比
率
と
い
う

マ
ク
ロ
要
因
と
、
企
業
能
カ
と
採
用
す
る
生
産
関
数
と
い
う
ミ
ク

ロ
的
要
因
が
共
に
異
な
る
二
国
間
で
は
、
両
要
因
の
複
合
作
用
に

よ
っ
て
此
較
生
産
費
が
決
ま
る
こ
と
に
な
る
（
勺
－
s
）
。
た
だ
し
、

二
つ
の
要
因
の
中
、
後
者
の
効
果
が
前
者
の
そ
れ
を
・
上
回
る
こ
と

は
な
い
も
の
と
す
る
（
マ
§
）
。

　
他
方
、
直
接
投
資
に
つ
い
て
は
、
産
業
に
特
殊
的
な
経
営
能
力

巧
の
絶
対
的
な
違
い
に
よ
っ
て
、
そ
の
高
い
国
か
ら
低
い
国
に
向

け
て
行
な
わ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
o
－
豊
）
。
そ
し
て
そ
れ

に
よ
る
生
産
性
の
改
善
の
仕
方
い
か
ん
に
よ
っ
て
、
初
期
の
比
較

生
産
費
差
が
拡
大
し
た
り
縮
少
し
た
り
す
る
。
こ
の
中
、
直
接
投

資
の
結
果
比
較
生
産
費
差
が
拡
大
す
る
場
合
が
、
「
順
貿
易
志
向

型
D
F
I
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
投
資
国
の
比
較
劣
位
産
業
か
ら
、

受
入
国
の
比
較
優
位
産
業
へ
の
D
F
I
で
あ
る
。
逆
に
、
投
資
国

の
比
較
優
位
産
業
か
ら
受
入
国
の
比
較
劣
位
産
業
へ
の
D
F
I
の

場
合
に
は
、
「
逆
貿
易
志
向
型
D
F
I
」
と
な
る
。

　
以
上
が
、
小
島
教
授
が
提
示
さ
れ
て
い
る
「
統
合
理
論
」
の
工

ヅ
セ
ン
ス
で
あ
る
。
小
島
教
授
は
「
統
合
理
論
」
の
特
徴
を
・
・
つ

の
側
面
に
分
け
て
整
理
さ
れ
て
い
る
（
勺
－
竃
～
3
）
が
、
基
本
的

に
は
比
較
生
産
費
が
要
素
賦
存
と
企
業
者
能
カ
、
な
い
し
が
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

っ
て
決
ま
る
こ
と
、
ま
た
炉
は
D
F
I
に
よ
っ
て
国
際
的
に
移
動

す
る
の
で
、
そ
れ
が
比
較
優
位
関
係
を
修
正
す
る
こ
と
、
し
た
が

っ
て
、
D
F
I
の
バ
タ
ー
ン
が
マ
ク
回
的
に
重
要
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
申
核
と
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
「
統
合
理
論
」
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
れ

ぱ
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
第
一
に
、
統
合
理
論
と
い
う
こ
と
の
意
味
で
あ
る
が
、
㈲
貿
易

と
直
接
投
資
の
両
方
を
同
時
に
扱
え
る
理
論
を
い
う
の
か
、
㈹
直

接
投
資
に
つ
い
て
の
ミ
ク
ロ
的
行
動
と
そ
の
マ
ク
ロ
的
成
果
を
同

時
に
扱
う
理
論
と
い
う
意
味
な
の
か
、
或
は
ω
比
較
優
位
が
要
素

賦
存
の
よ
う
な
マ
ク
ロ
的
要
因
と
企
業
能
カ
と
い
う
ミ
ク
ロ
的
要

因
の
両
方
か
ら
決
ま
る
と
い
う
意
味
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

小
島
教
授
の
意
図
は
、
多
分
㈲
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
小
島
モ
デ

ル
が
完
全
な
形
で
定
式
化
さ
れ
て
い
な
い
の
で
結
論
を
下
す
こ
と

は
容
易
で
な
い
が
、
少
な
く
と
も
2
0
か
ら
2
1
ぺ
ー
ジ
に
か
け
て
の

定
式
化
は
、
ω
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
D
F
I
は
、
比

較
優
位
の
決
定
因
そ
の
も
の
の
国
際
的
な
移
動
で
あ
る
か
ら
、
㈲
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が
扱
え
る
よ
う
な
一
般
的
な
モ
デ
ル
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
そ

の
た
め
に
は
、
貿
易
パ
タ
ー
ン
と
共
に
、
D
F
I
の
バ
タ
ー
ン
を

も
内
生
的
に
決
め
る
よ
う
な
モ
デ
ル
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
ω
の
よ
う
な
形
で
比
較
優
位
が
決
ま
る
と
い
う
こ
と
は
、
ヘ

ク
シ
ャ
ー
．
オ
リ
ー
ン
．
モ
デ
ル
に
技
術
水
準
の
違
い
を
考
慮
す

る
場
合
と
基
本
的
に
は
同
じ
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
第
二
に
、
小
島
教
授
は
以
前
か
ら
企
業
経
営
者
の
能
力
や
貢
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

を
と
り
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論
文
で

も
そ
の
点
を
考
慮
さ
れ
て
、
帥
の
よ
う
な
生
産
関
数
を
提
示
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
小
島
教
授
が
意
図
を
生
か
す
た
め
に
は
、
吻
よ

り
も
む
し
ろ
そ
れ
を
よ
り
具
体
化
し
た
、
次
の
よ
う
な
セ
バ
ラ
ブ

ル
な
生
産
関
数
を
考
え
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
仏
犯
。

す
な
わ
ち
、
酬
で
生
産
要
素
勾
と
均
の
限
界
代
替
率
が
易
の
変
化

と
独
立
で
あ
る
と
仮
定
す
れ
ぱ
、

　
　
や
“
p
（
b
』
）
、
×
ど
一
肉
㌧
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
N
0
0
）

と
な
り
、
ま
た
そ
の
対
数
を
と
っ
た
も
の
を
考
え
れ
ば

　
　
＄
”
3
（
～
）
十
｝
、
×
ト
ト
岸
㌧
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
墨
）
・

と
な
る
。
㈱
な
い
し
㈱
で
＄
（
き
）
は
、
ゴ
財
部
門
に
お
け
る
企

業
者
の
貢
献
を
表
わ
し
、
さ
（
卜
■
お
）
は
一
般
的
砥
生
産
要
索

の
貢
献
を
表
わ
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
セ
バ
ラ
ブ
ル
な
生

産
関
数
を
想
定
す
る
こ
と
の
一
つ
の
メ
リ
ヅ
ト
は
、
こ
れ
に
よ
っ

て
要
素
賦
存
と
い
う
マ
ク
ロ
的
要
因
さ
（
ト
さ
お
）
と
、
企
業
者

能
カ
と
い
う
、
、
、
ク
ロ
的
要
因
3
（
些
）
の
両
側
面
か
ら
比
較
優
位

が
決
ま
る
と
い
う
こ
と
を
モ
デ
ル
化
さ
れ
よ
う
と
す
る
小
島
教
授

の
意
図
を
よ
り
明
確
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
易
の
国
際
的
な
移
動
が
直
接
投
資
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
が
、
小
島
モ
デ
ル
の
場
合
、
直
接
投
資
の
方
向
は

内
生
的
に
決
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
小
島
教
授
は
企
業
能

カ
の
高
い
国
か
ら
低
い
国
に
向
け
て
直
接
投
資
が
行
な
わ
れ
る
も

の
と
想
定
さ
れ
て
い
る
（
勺
－
畠
）
が
、
何
故
そ
う
な
る
か
は
明
示

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
企
業
能
カ
の
高
い
国
で
は
、
企

業
能
カ
の
限
界
畦
産
性
が
低
く
、
企
業
能
カ
の
低
い
国
で
は
そ
の

限
界
生
産
性
が
一
口
同
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
の
定
式
化
で
い
え

ぱ
、
易
の
隈
界
生
産
性
き
3
、
が
両
国
で
等
し
く
な
る
よ
う
に
・

直
接
投
資
が
行
な
わ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
四
に
、
小
島
モ
デ
ル
で
の
利
潤
率
と
い
う
の
は
、
企
業
経
営

能
カ
易
に
対
す
る
報
酬
率
で
あ
り
、
資
本
幻
の
レ
ン
タ
ル
η
で
は

な
い
。
確
か
に
均
の
他
に
易
を
考
え
、
巧
の
報
酬
率
ま
た
は
期
待

報
酬
率
が
両
国
で
等
し
く
な
る
よ
う
に
直
接
投
資
が
行
な
わ
れ
る

と
考
、
中
札
る
方
が
よ
り
現
実
的
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
均
は
ω
巨
㌣
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芭
巨
①
な
一
般
的
な
生
産
要
素
で
あ
り
、
功
は
目
昌
．
、
巨
津
凹
崖
o
な

特
殊
的
要
索
で
あ
る
。
し
か
し
均
を
特
殊
的
要
素
と
す
る
従
来
の

特
殊
的
要
素
モ
デ
ル
と
、
助
を
特
殊
的
要
素
と
す
る
小
島
モ
デ
ル

は
、
小
島
モ
デ
〃
で
一
般
的
な
生
産
要
素
の
数
が
ふ
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
除
け
ぱ
、
共
に
特
殊
的
要
素
モ
デ
ル
で
あ
る
点
で
同

じ
で
あ
る
。

　
第
五
に
、
㈱
の
よ
う
な
生
産
関
数
を
仮
定
し
た
場
合
の
小
島
モ

デ
ル
は
、
次
の
よ
う
に
定
式
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
』
”
Q
』
（
由
㌧
）
向
×
卜
｝
肉
“
）
ζ
…
ゲ
N

　
　
　
竃
』

。
4
、
。
、
到

　
　
　
竃
』

、
』
、
。
劃

司
｝
H
ミ
、
甘
①
』
、

ト
ー
十
卜
N
…
■
一
宍
－
十
宍
帖
H
肉

き
H
単

（
s
）

（
き
）

（
旨
）

（
竃
）

（
簑
）

（
宝
）

た
だ
し
、
軌
は
・
3
財
の
．
生
産
量
、
助
は
．
J
財
に
特
殊
的
な
経
営
能

力
、
勾
、
均
は
ゴ
財
で
用
い
ら
れ
る
一
般
的
な
生
産
要
素
と
し
て

の
労
働
量
と
資
本
量
、
ω
、
γ
は
賃
金
率
と
資
本
の
レ
ン
タ
ル
、

〃
は
ゴ
財
の
価
椿
、
η
は
特
殊
的
方
経
営
能
カ
に
対
す
る
報
酬
率
、

易
は
所
与
の
経
営
資
源
の
量
で
あ
る
。
ま
た
働
は
生
産
関
数
、
臼
①

㈱
㈱
は
競
争
条
件
、
㈱
㈱
は
完
全
雇
用
条
件
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ

ル
で
内
生
変
数
は
、
乃
、
功
、
均
、
ω
、
γ
、
η
、
助
の
1
2
個
、

式
も
1
2
個
、
パ
ラ
メ
タ
ー
は
〃
、
工
、
K
、
一
助
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
を
外
国
に
つ
い
て
も
考
え
、
〃
の
決
定
メ

カ
ニ
ズ
ム
（
例
え
ば
、
貿
易
収
支
の
均
衡
式
）
を
導
入
す
れ
ば
、

バ
ラ
メ
タ
ー
工
、
K
お
よ
ぴ
一
助
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
η
や

乃
を
含
む
内
生
変
数
の
値
が
決
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
一
般
的
な
生
産
要
素
工
、
x
お
よ
び
、
特
殊
的
な
経
営
費
源
の

大
き
さ
一
助
を
両
国
に
つ
い
て
与
え
て
や
れ
ぱ
、
静
学
的
で
は
あ
る

が
直
接
投
資
を
合
む
貿
易
モ
デ
ル
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
な
場
合
に
始
め
て
、
貿
易
と
直
接
投
資
の
両
方
を
含
む
モ
デ

ル
が
で
き
あ
が
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
例
え
ば
、
「
企
業
経
済
貿
易
投
資
論
・
序
説
」
、
『
一
橋
大
学
経

　
　
済
研
究
年
報
』
岩
o
。
ポ
旨
8
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
（
2
）
　
セ
バ
ラ
プ
ル
な
生
産
関
数
に
つ
い
て
は
、
例
え
ぱ
匡
、
、
口
。
、
蜆
。
目

　
　
竃
o
o
冨
目
ρ
戸
ミ
膏
§
ミ
§
o
§
㌻
『
ぎ
o
ミ
、
』
ミ
亀
き
§
、
ミ
。
、
－

　
　
工
、
ミ
o
§
ぎ
ω
邑
＆
1
H
湯
o
を
参
照
。

五
　
直
接
投
資
論
展
開
の
た
め
に
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小
島
清
教
授
を
始
め
と
す
る
内
外
の
多
く
の
研
究
者
の
努
カ
に

も
拘
ら
ず
、
直
接
投
資
の
一
般
理
論
と
い
わ
れ
る
べ
き
も
の
は
、

ま
だ
未
確
立
の
状
態
に
あ
る
。
直
接
投
資
が
極
め
て
多
様
な
側
面

を
持
っ
て
い
る
た
め
に
、
そ
び
よ
う
な
一
般
理
論
を
完
成
す
る
こ

と
は
そ
れ
ほ
ど
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
多

く
の
研
究
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
一
般
理
論
は
、
基

本
的
に
は
動
学
的
な
特
殊
的
要
素
モ
デ
ル
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
得
ら
れ
る
可
能
性
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
以
下
そ
の
理
由

を
述
べ
て
み
た
い
。

　
第
一
に
、
直
接
投
資
の
コ
ア
は
経
営
資
源
な
い
し
企
業
者
能
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
特
定
の
産
業
に
特
殊
的
で
あ
る
。
例
え
ぱ
我

国
の
自
動
車
メ
ー
力
1
は
、
外
国
の
自
動
車
産
業
部
門
に
進
出
す

る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
産
業
に
特
殊
的
な
形
で
行
な

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
経
営
資
源
は
、
労
働
や
資
本
を
調
達
し
て
企

業
活
動
を
行
な
う
際
の
コ
ァ
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
経

営
資
源
に
対
す
る
報
酬
は
、
通
常
の
資
本
の
レ
ン
タ
ル
と
は
異
な

　
　
　
　
　
＾
2
〕

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
直
接
投
資
の
パ
タ
ー
ン
も
、
貿
易
パ
タ
ー
ン
と
同
様

に
、
モ
デ
ル
か
ら
内
生
的
に
決
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
が
・

両
方
を
内
生
的
に
扱
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
に
、
特
殊
的
要

素
モ
デ
ル
の
大
き
な
メ
リ
ヅ
ト
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

モ
デ
ル
に
よ
っ
て
、
貿
易
と
直
接
投
資
が
補
完
的
に
拡
大
し
て
い

る
現
実
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
三
に
、
一
定
量
の
経
営
資
源
巧
の
国
際
的
な
配
分
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
が
時
間
と
共
に
、
ま
た
は
生
産
量
と
共
に
増
加
し
て
い

る
現
実
を
考
慮
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
一
般
的
に
は
、
き

－
ξ
一
婁
言
き
考
え
る
一
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
な
側
面
に
お
け
る
直
接
投
資
論
の
動
学
化
に
つ
い

て
は
、
冒
邑
一
ξ
（
岩
轟
）
、
池
本
清
（
岩
s
）
、
ら
の
試
み
が
あ

る
が
、
ま
だ
十
分
な
歴
開
は
進
ん
で
い
な
い
。

　
第
四
に
、
直
接
投
質
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
相
互
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

（
o
H
o
窃
．
ブ
昌
葦
o
q
）
現
象
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も

経
営
資
源
を
特
殊
的
生
産
要
素
で
あ
る
と
考
え
れ
ぱ
説
明
し
や
す

い
。

　
以
上
の
よ
う
な
事
実
は
、
動
学
的
な
特
殊
的
要
素
モ
デ
ル
の
展

開
に
よ
っ
て
、
直
接
投
資
の
一
般
理
論
が
得
ら
れ
る
可
能
性
を
示

　
　
　
＾
5
）

唆
し
て
い
る
。
勿
論
、
個
々
の
企
業
が
直
接
投
資
を
行
な
う
際
に

考
慮
す
る
様
々
な
要
因
、
例
え
ぱ
取
引
コ
ス
ト
、
不
確
実
性
、
為

替
レ
ー
ト
や
他
の
ポ
ー
ト
・
フ
オ
リ
オ
の
収
益
性
な
ど
が
大
き
な

役
割
を
果
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
得
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
諾

　
1
’
　
7
4
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要
因
が
、
直
接
投
費
の
（
期
待
）
利
潤
率
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

も
十
分
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
副
次
的
な
項
目
と
し

て
考
慮
す
れ
ぱ
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
（
1
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
O
葭
く
鶉
嘗
一
〇
－
o
目
。
眈
一
H
ミ
膏
、
ミ
、
ミ
。
詩
。
－

　
　
H
§
さ
§
這
、
ミ
§
§
爵
（
H
凄
－
）
、
小
宮
・
天
野
著
『
国
際
経
済
学
』

　
　
s
s
な
ど
の
文
献
に
お
い
て
合
意
が
得
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
小
島

　
　
教
授
も
論
文
㈹
の
2
5
ぺ
ー
ジ
で
、
「
D
F
I
は
企
業
能
カ
の
絶
対
優

　
　
位
に
従
っ
て
、
A
国
の
特
定
産
業
か
ら
B
国
の
同
じ
産
業
へ
と
移
動

　
　
し
て
い
く
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
（
2
）
　
こ
の
点
は
、
小
島
教
授
（
－
畠
－
）
の
指
摘
が
正
し
い
と
恩
う
。

　
（
3
）
　
特
殊
的
要
素
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
文
献
が
あ

　
　
る
。
例
え
ぱ
池
本
満
『
国
際
貿
易
諭
の
研
究
』
－
湯
］
を
参
照
。

　
（
4
）
そ
の
モ
デ
ル
と
し
て
言
婁
一
髪
ミ
昌
o
射
自
里
。
。
一
、
妻
。
．

　
　
毫
ξ
o
岩
岸
巴
ヨ
o
姜
二
一
言
ミ
彗
｝
県
－
ミ
冊
、
§
ミ
。
葦
｝
■
o
。
§
§
雲
一

　
　
（
峯
印
｝
）
是
o
o
ω
が
あ
る
。

　
（
5
）
　
池
本
満
氏
に
よ
る
試
み
が
示
さ
れ
て
い
る
。
池
本
満
「
国
際
経

　
　
済
変
動
の
特
殊
的
要
素
理
論
ア
プ
ロ
ー
チ
」
『
国
民
経
済
雑
誌
』

　
　
も
o
o
ω
－
十

　
　
　
五
　
結
び
　
　
　
．

　
以
上
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
特
殊
的
資
本
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
、

直
接
投
資
の
産
業
調
整
に
与
え
る
効
果
を
明
ら
－
か
に
す
る
と
共
に
、

直
接
投
資
の
一
般
理
論
を
追
求
さ
れ
て
い
る
小
島
教
授
の
直
接
投

費
論
の
若
干
の
側
面
を
検
討
し
た
。
直
接
投
資
は
多
様
な
側
面
を

持
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
一
般
理
論
を
確
立
す
る
こ
と
は
容
易
で

な
い
。
し
か
し
特
殊
的
要
素
モ
デ
ル
の
動
学
化
に
よ
っ
て
、
直
接

投
資
の
持
っ
て
い
る
基
本
的
な
側
面
が
説
明
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
小
島
教
授
の
「
統
含
理
論
」
は
そ
の
よ

う
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
点
で
、
重
要
で
あ
る
。

　
　
　
文
献

　
ω
小
島
滴
教
授
の
論
文
（
こ
れ
以
外
の
多
く
の
論
文
に
つ
い
て
は
、
著

　
　
作
目
録
を
参
照
）

　
ω
　
「
海
外
直
接
投
資
の
理
論
－
ア
メ
リ
カ
型
と
日
本
型
」
『
一
橘
諭
叢
』

　
　
6
芦
’
9

　
②
　
「
海
外
直
接
投
資
の
マ
ク
ロ
経
済
理
論
」
『
経
済
評
論
』
5
ご
．
㎝
．

　
　
9

　
㈹
　
「
海
外
投
資
と
外
国
貿
易
－
代
替
的
対
補
完
的
ケ
ー
ス
」
『
一
橋
論

　
　
叢
』
s
饒
．
卓
・

　
ω
　
「
比
較
生
産
費
と
比
較
利
潤
率
－
目
本
型
対
ア
メ
…
・
力
型
直
接
投

　
　
資
の
基
礎
モ
デ
ル
』
「
世
界
経
済
評
論
』
6
ご
・
N
・

　
㈲
　
「
多
国
籍
企
業
論
の
新
潮
流
」
『
多
国
籍
企
業
の
直
接
投
資
』
－
湯
ピ

　
　
O
－
顯
甲
－
ω

　
刷
　
「
貿
易
・
海
外
直
接
投
資
の
統
合
理
論
」
『
一
橋
大
挙
経
済
学
研
究

　
　
年
報
』
岩
o
o
♪
戸
旨
－
豊
・

〃2



Bσ
　
池
本
清
「
海
外
直
接
投
資
の
理
論
的
分
析
」
『
神
戸
大
挙
経
済
挙

　
研
究
年
報
』
宅
N
仰
昌
、
貸

帽
　
池
本
満
「
直
接
投
資
理
論
の
展
開
－
序
論
的
考
察
」
『
国
民
経
済

　
雑
誌
』
乞
葛
．
H
H

側
　
三
辺
信
夫
「
小
島
清
教
授
の
海
外
投
資
論
」
『
経
済
学
雑
誌
』

　
s
ミ
ー
p

㎝
渡
辺
太
郎
一
小
嚢
授
の
直
接
餐
論
・
『
大
阪
大
蓋
軍
』

　
乞
≧
－
竃
．

m
。
。
。
一
一
一
。
、
，
、
享
星
一
蔓
；
箏
彗
旦
・
鵯
暑
；
。
き
一

　
．
自
。
目
叶
岨
．
＞
宛
。
、
宍
凹
．
曽
一
自
頸
庄
o
～
二
曽
辻
ミ
婁
｝
§
ミ
㌧
o
s
§
ミ
県
向
8
ミ
o

　
§
“
o
卸
　
（
』
’
］
目
o
）
　
H
o
N
N
－

⑫
　
曽
目
2
顯
き
声
：
射
色
邑
き
昂
彗
片
毛
胃
旨
Φ
留
一
豆
冨
g
句
o
邑
弩

一
自
く
。
蜆
巨
。
目
F
印
、
二
一
二
婁
雪
g
家
巨
颪
く
一
婁
｛
。

　
U
｝
目
胆
邑
。
呂
。
匝
。
－
・
、
c
§
ミ
ミ
ミ
§
§
ミ
♀
向
o
§
o
§
“
3
（
句
＆
．
）

　
－
署
o
〇
一

匝
3
o
、
串
二
－
勺
・
：
豪
8
§
§
s
豪
ユ
。
竃
夢
『
曇
冒
曇

一
目
く
。
蜆
巨
。
自
一
、
＞
目
＞
髪
彗
畠
F
二
ぎ
空
弩
彗
二
．
芦
。
p

ミ
軸
蔓
§
雨
。
、
一
雨
㎞
さ
ぎ
ミ
ミ
§
§
ミ
妻
雨
ミ
一
吻
二
§
1

ω
　
小
田
正
雄
『
国
際
経
済
学
の
基
礎
』
筍
o
o
H
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
西
犬
単
教
授
）
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